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満
洲
建
園
精
神
主
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七
C
六

第
五
競

C 
プt

満
洲
建
園
精
神
ミ
協
和
曾
の
使
命

中

)11 

並1

之

助

市

冨

昭
和
六
年
九
月
に
勃
後
せ
る
斯
割
問
満
州
事
費
を
契
機
と
し
て
王
道
築
士
め
建
設
そ
目
指
寸
新
国
家
浦
測
が
生
ま
る
与
に
歪
り
し
こ

と
は
東
亜
の
み
な
ら
や
世
界
の
政
治
上
劃
期
的
の
出
来
事
で
あ
る
。
蓋
し
新
闘
家
が
東
亜
及
び
世
界
の
政
治
関
係
を
一
愛
せ
し
め
た

る
の
み
七
な
ら
守
、
新
王
道
主
義
の
下
に
創
造
し
つ
ミ
あ
る
そ
の
政
治
は
、

必
や
や
世
界
の
政
治
に
賓
質
的
に
も
大
な
る
影
響
を
輿
へ

る
だ
ら
う
と
考
へ
ら
る
ミ
が
故
で
あ
る
。

吾
人
が
浦
洲
建
間
四
精
榊
を
探
求
せ
ん
と
す
る
の
も
、

そ
の
建
国
に
か
h
h

る
世
界
史
的
重
要

さ
を
認
む
る
が
故
で
あ
る
。
以
下
建
闘
精
神
を
述
べ
ん
と
す
る
に
首
り
先
づ
之
が
資
料
と
止
な
る
べ
き
事
柄
の
費
生
を
年
表
的
に
掲
げ

ゃ
う
。(

昭
和
七
)
大
同
元

月

日

満
洲
閤
政
府
の
建
図
宣
言

一
月
七
日

滞
能
執
政
に
御
就
任

三
月
九
日

執
政
邸
位
宣
言
、
政
府
組
織
法
、
人
権
保
障
法
公
布

三
月
十
一
日

大
赦
に
闘
す
る
教
書

一
月
十
二
日

国
際
外
交
の
原
則
週
告

七
月
廿
五
日

協
和
舎
創
立
宣
言
、
執
政
訓
詞



九
月
十
五
日

十
月
八
日

~ ~ 

昭昭昭
和和平日
←ブむ 丹、
...-' "-" --
康康大大
徳徳間同
士 x=二二

一
月
サ
七
日

月

日

五
月
二
日

(
昭
和
十
一
)
康
徳
三

七
月
十
瓦
日

七
月
廿
一
日

七
月
サ
五
日

ブむ
月
寸

1， 
E日1 

(
昭
和
十
二
)
康
徳
問

!ロ
3
'「
一
エ
司
寸

F
j
:
J
l
 

寸
一
一
月
一
日

日
満
議
定
書

執
政
敬
書

園
際
聯
照
股
講
一
に
闘
す
る
詔
書
(
日
本
)

帝
政
貸
施
、
満
洲
闘
皇
帝
即
位
詔
書
、
帝
位
繍
承
法
、
組
織
法
公
布

間
務
訓
民
詔
書

日
浦
経
済
共
同
委
員
曾
設
立
に
関
す
る
協
定

満
洲
帝
国
協
和
曾
章
程
及
同
曾
綱
領
愛
布

協
和
合
創
立
五
周
年
記
念
勅
語

関
東
軍
司
令
守
二
ゆ
刈
帝
閣
協
和
曲
目
ノ
根
本
精
神
」
指
一
市

日
子
主
n
u
往
司

l
a
品
t
u
d
一』

治
外
法
権
故
鹿

右
年
表
に
掲
げ
た
る
諸
項
の
中
、
満
洲
建
国
精
神
を
窺
ふ
に
特
に
重
要
な
る
は
、
大
同
元
年
三
月
の
建
同
宣
言
及
び
執
政
卸
住
吉

言
、
同
七
月
の
協
和
舎
創
立
宣
言
、
康
徳
元
年
コ
一
月
皇
帝
印
位
の
詔
書
、
同
五
月
日
本
御
訪
問
か
ら
御
腕
還
の
後
に
岡
氏
に
賜
り
し
悶

潜
訓
民
詔
書
及
び
同
七
月
協
和
曾
五
周
年
記
念
に
賜
り
し
勅
語
等
で
る
る
。

以
下
、
上
の
資
料
に
よ
り
て
建
閥
精
神
を
考
察
し
や
ろ

と
思
ふ
。

満
洲
建
圏
精
神

満
洲
建
閣
の
精
神
は
多
方
面
に
亙
る
も
の
な
る
が
試
み
に
之
を
(
一
)
政
治
一
般
公
一
)
経
済
(
一
二
)
文
化
教
育
(
四
)
民
族
協
和
(
五
)
日

満
洲
建
国
精
神
主
協
和
曾
の
使
命

第
四
十
七
巻

七
C
七

第
五
競

O 
七



満
洲
建
図
精
神
と
協
和
舎
D
使
命

第
四
十
七
巻

七
O
八

第
五
銃

一O
八

満
闘
係
(
六
)
外
交
方
針
等
に
分
ち
て
説
〈
。

(
一
)
政
治
一
般
に
闘
す
る
建
国
精
一
柳
は
古
来
の
王
道
思
想
を
継
承
し
て
之
に
新
し
き
内
容
や
形
式
を
興
へ
て
新
し
き
王
道
政
治
を

創
造
せ
ん
止
す
る
に
る
る
。
建
闘
精
一
刑
が
王
道
主
義
に
あ
る
と
と
は
、
大
同
元
年
の
建
悶
宣
言
に
、
-
i

縞
-
一
惟
フ
エ
政
ハ
道
z

本
ツ
キ

道
ハ
天
ニ
本
ツ
ク
新
岡
家
建
設
ノ
旨
ハ

-
一
天
ニ
順
ヒ
民
ヲ
安
ン
ズ
ル
ヲ
主
ト
ス
」
・
同
年
の
執
政
訓
詞
に
一
一
氏
ヲ
積
ン
デ
図
ヲ
成
ス

民
ハ
図
ノ
本
ア
り
:
:
:
建
闘
ノ
精
一
川
ハ
王
道
ヲ
行
ハ
ン
コ
}
ヲ
期
λ

」
康
徳
四
年
の
忠
赦
詔
蓄
に
、

「
王
道
ハ
推
仁
7

本
l
ナ
シ
親
民

ク己

p 同

」こ
る
る
坐F
Irc 

Ii 

も
l羽
泊通

あ
Ii 

話1
0) 

F 
aι 
:>1.;;; 
c_ 

;1:-
耐"弘、ニ
ユ，"
Eζ 

し
Jr》

し
』

主:
c， 
~) 
L 

とー

こ
1
;
a二
〉

1
7、

」
y
r
伊
一
手
勾
d

苓岡山

宣
言
に
、
「
今
吾
図
ヲ
立
ツ
ル
=
道
徳
仁
愛
ヲ
主
ト
震
シ
種
族
ノ
見
園
際
ノ
争
ヲ
除
去
セ
ハ
王
道
柴
土
山
口
同
一
一
諾
ヲ
質
事
ニ
見
ル
可
む
」

同
年
の
較
蓄
に
、
「
我
三
千
寓
民
家
ノ
陸
質
管
カ
ヲ
以
テ
奮
護
経
笹
セ
ハ
拘
ニ
融
市
土
ヲ
建
策
ス
ル
ユ
足
ル
」
康
徳
一
冗
年
の
帝
位
繕
承
法

に
、
「
夫
レ
皇
建
極
ア
リ
惟
レ
皇
槌
ト
ナ
リ
天
道
ヲ
裁
定
シ
地
宣
ヲ
師
相
シ
民
ノ
父
母
ト
ナ
リ
仁
以
テ
共
ノ
政
ヲ
行
ヒ
義
以
テ
共
ノ

法
ヲ
制
ス
レ
ハ
則
チ
重
照
累
治
覆
勲
ノ
下
永
ク
君
民
一
鰻
ノ
美
ヲ
懲
ニ
シ
首
ニ
天
地
ト
共
ノ
徳
ヲ
合
シ
日
月
ト
其
ノ
明
ヲ
合
ス
ヘ
キ

ナ
リ
」
等
に
よ
り
て
も
之
を
知
り
う
る
で
あ
ら
う
。
満
洲
建
国
の
政
治
理
想
が
王
道
楽
土
の
建
設
に
る
る
こ
と
は
右
の
如
く
た
る
が
、

支
那
に
於
て
こ
の
理
想
が
且
つ
で
寅
現
さ
れ
ざ
り
し
跡
に
顧
み
て
、
そ
の
原
因
の
主
要
友
る
も
の
を
、
政
治
が
私
せ
ら
れ
て
篭
も
天

道
・
天
意
が
奉
行
さ
れ
ざ
り
し
と
と
、

圏
内
の
諸
種
族
一
が
互
に
闘
争
を
事
と
し
て
協
和
す
る
こ
と
を
知
ら
守
、

外
国
に
封
し
て
は

偏
見
を
抱
き
て
和
親
す
る
と
と
を
知
ら
ざ
り
し
に
る
る
と
な
し
「
施
政
ハ
必
ス
真
正
ノ
民
意
ニ
狗
ヒ
私
見
ノ
或
存
ヲ
容
サ
ス
」
と
い

ふ
と
と
へ
「
種
族
ノ
見
凶
際
ノ
守
ヲ
除
去
」
す
る
こ
と
を
新
王
道
政
治
に
於
け
る
革
新
的
綱
領
と
た
す
に
至
つ
も
凡
。
雷
に
こ
れ
ら
の

革
新
的
綱
領
が
掲
げ
ら
れ
し
の
み
左
ら
守
之
を
賞
践
に
移
す
法
制
や
機
闘
が
設
け
ら
れ
、
着
?
と
し
て
建
園
理
想
の
貸
現
に
努
力
し



つ
L
あ
る
こ
と
は
、
従
来
の
政
治
の
型
式
を
全
く
一
新
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
「
員
E
ノ
民
意
一
一
拘
ヒ
私
見
ノ
或
存
ヲ

容
サ
ヌ
」
た
め
に
、
政
治
は
立
憲
制
を
採
用
し
更
に
三
権
分
立
の
理
想
に
則
り
て
立
法
院
・
法
院
・
園
務
院
が
生
ま
れ
、
人
模
保
障

法
の
下
に
国
民
の
身
瞳
の
自
由
・
財
産
の
保
護
・
種
族
平
等
樫
・
公
務
参
輿
構
・
官
公
吏
被
任
命
擢
・
請
願
擦
・
裁
判
請
求
権
等
が

規
定
せ
ら
れ
、
更
に
又
「
種
族
ノ
見
間
際
ノ
争
ヲ
除
去
」
ず
る
矯
め
に
は
、
満
洲
帝
国
協
和
舎
が
園
出
家
機
構
と
し
て
奪
回
な
る
組
織

の
下
陀
思
想
的
・
教
化
的
・
政
治
的
資
践
を
友
し
つ
L
あ
る
の
で
あ
る
。

新
王
道
政
治
が
専
制
政
治
を
排
す
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
が
、
人
は
上
に
設
き
来
れ
る
所
を
以
て
西
欧
的
民
主
h

義
の
模
倣

友
り
と
な
し
で
は
危
ら
ぬ

3

新
王
道
政
治
は
専
制
政
治
を
排
寸
'
る
と
共
に
民
主
主
認
を
も
排
す
る
の
で
あ
る
。
査
し
民
主
々
義
は
個

人
主
義
的
立
揚
か
ら
か
や
数
決
を
以
て
支
配
照
理
と
た
ず
も
の
た
る
が
、
多
数
は
必
や
し
も
一
止
し
き
民
意
伊
一
反
映
す
る
も
の
で
及
く
、

所
謂
多
数
の
横
暴
の
行
は
れ
う
る
と
い
ふ
と
と
は
‘
今
日
ま
で
諸
閣
の
経
験
し
翠
せ
る
所
で
あ
る
。
新
興
満
洲
閣
は
之
に
鑑
み
て
協

和
主
義
に
よ
る
新
し
き
政
治
運
営
の
形
態
を
創
迭
し
つ
L
あ
る
。
乙
の
事
は
「
満
洲
帝
聞
協
和
舎
ノ
根
本
精
神
」
に
も
、
「
満
洲
岡
ノ

政
治
ハ
民
主
k

義
的
議
合
政
治
ノ
閥
単
一
一
倣
ハ
ス
、
専
制
政
治
ノ
弊
一
一
陥
ラ
ス
民
族
協
和
シ
疋
ウ
キ
民
意
ヲ
反
映
セ
ル
官
民
一
途
ノ
濁

創
的
王
道
政
治
ヲ
賞
現
ス
」
と
明
瞭
に
示
さ
れ
て
あ
る
。
協
和
主
義
ム
局
枇
合
会
憾
の
協
和
的
強
展
を
目
標
と
し
て
、

そ
の
一
川
崎
め
に

最
も
正
し
き
意
見
を
和
衷
協
議
に
よ
り
て
護
見
し
決
定
し
、
之
を
政
治
に
移
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
少
数
の
抱
断
友

〈
多
数
の
横
暴
は
認
め
ら
れ
友
い
。
個
人
主
義
・
利
己
主
義
・
闘
争
主
義
は
排
せ
ら
れ
て
全
韓
主
義
・
共
同
主
義
の
下
に
、
最
も
公
主

怒
る
意
見
に
従
っ
て
政
治
を
運
営
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
と
の
満
洲
闘
の
政
治
原
現
と
一
脈
相
通
や
る
も
の
を
、
か
の
ナ

チ
ス
政
治
に
於
け
る
金
特
主
義
や
指
導
者
原
理
に
も
鷲
見
す
る
の
で
あ
る
。

満
洲
建
園
精
神
と
協
和
曾
D
使
命

第
四
十
七
巻

七
O
九

第
五
貌

O 
九



揃
洲
建
困
精
神
と
協
和
曾
自
使
命

第
四
十
七
巻

七

O 

第
五
競

O 

(
二
)
経
済
に
闘
す
る
建
闘
精
一
川
を
貫
く
も
の
は
、

王
道
主
義
の
下
に
資
源
を
開
設
し
産
業
を
興
し
岡
氏
の
物
質
的
幸
一
耐
を
増
進
せ

ん
と
す
る
に
あ
る
。
「
地
質
管
服
、
・
.
，
物
産
豊
崎
町
貫
一
一
奥
府
」
た
る
の
満
洲
、
一
地
大
物
博
夙
ニ
天
府
ト
稀
セ
ラ
レ
」
し
満
洲
が
、

今
日
ま
で
そ
の
富
源
が
同
致
せ
ら
れ
宇
文
化
に
後
れ
た
る
所
以
は
、

政
治
に
王
道
行
は
れ
や
、
各
民
族
が
私
利
私
慾
の
潟
に
徒
ら
に

闘
争
を
傾
け
閣
土
経
器
に
協
力
す
る
を
忘
れ
た
る
に
よ
る
と
た
し
、
協
和
合
創
立
宣
言
に
は

批
州
議
ハ
古
来
東
亜
ノ
天
府
ト
稀
セ
ラ
レ
、
土
地
瞭
大
=
シ
テ
住
民
亦
鮮
ナ
カ
一
正
つ
若
シ
在
住
諸
民
一
二
ザ
テ
養
源
開
溌
-
一
協
力
シ
タ
Z

ノ
ン
ニ
山
必
ス

ー
ジ
ノ
文
明
A

欧
米
『
一
勝
ザ
シ
ノ
a
u
k
m
m

東
洋
一
二
正
日
制
t

ル
モ
ノ
7

リ
シ
タ
ラ
、
二
然
凡
』
一
今
日
宇
一
一
主
パ
三
ア
文
仕
紛
非
F
阻
J
F
ス
怯
源
涼

rf
属
ケ

サ
ル
モ
ノ
ハ
剖
チ
過
去
一
一
於
テ
各
民
族
協
和
ヲ
扶
キ
ダ
ル
カ
銭
ナ
リ

と
述
べ
で
あ
る
。
さ
れ
ば
減
刑
園
の
経
済
後
展
の
根
本
は
何
よ
り
も
先
づ
園
民
が
建
困
精
一
刑
た
る
協
和
精
榊
に
基
い
て
協
心
協
力

し
以
て
資
源
開
設
・
産
業
振
興
に
努
力
す
ペ
き
こ
と
に
あ
る
。
政
治
に
於
て
王
道
主
義
に
よ
る
協
和
が
満
洲
園
政
治
の
原
理
で
あ
る

如
く
、
粧
品
何
に
於
て
も
亦
等
し
く
王
道
主
義
に
恭
〈
協
和
が
満
洲
閉
経
桝
の
原
迎
で
あ
る
。
か
く
し
て
粧
桝
的
協
和
が
原
理
で
あ
る

以
上
、
園
民
経
済
が
特
定
民
族
の
利
谷
の
震
に
、

叉
特
定
階
級
の
利
益
の
震
に
或
は
叉
個
人
占
々
の
利
径
の
震
に
私
せ
ら
る
L
乙
B
E

が
許
さ
れ
友
い
。
従
っ
て
か
の
個
人
的
利
盆
凋
占
の
資
本
主
義
や
階
級
的
利
害
闘
争
の
理
論
に
立
つ
共
産
主
義
さ
て
は
一
黛
一
振
の

利
径
の
偽
に
図
民
を
欺
賊
す
る
が
如
き
三
民
主
義
は
、
何
れ
も
満
洲
園
経
済
精
神
の
拐
酎
草
す
る
所
で
あ
る
c

満
洲
園
経
済
は
飽
く
ま

で
も
協
和
主
義
・
全
館
主
義
の
立
揚
に
立
っ
て
之
を
運
営
す
べ
く
之
に
よ
り
始
め
て
産
業
は
勃
興
し
人
民
は
宮
裕
と
友
り
う
る
と
せ

ら
る
与
の
で
あ
る
。
上
の
協
和
倉
創
立
宣
言
が
更
に

今
日
幸
二
天
奥
ノ
機
合
ヲ
待
テ
新
園
家
成
立
セ

p
失。

-
コ
ノ
時
-
一
一
於
テ
若
シ
諸
民
族
-
一
シ
テ
建
園
精
神
一
一
某
キ
テ
王
遺
主
義
-
一
則
p
、
協
和
-
一

努
力
シ
共
同
後
展
セ
ハ
長
治
能
ク
改
誰
シ
産
業
ノ
改
革
成
p
、
資
本
主
義
ノ
濁
占
モ
ナ
ク
共
産
主
義
ノ
横
行
モ
ナ
ク
三
民
主
義
ノ
款
蹴
モ
ナ
タ
従
ツ



テ
人
民
ノ
負
捻
ハ
軽
減
セ
ラ
レ
治
安
ρ

維
持
セ
ラ
レ
樺
利
ハ
寧
重
セ
ヲ
レ
幸
一
瞬
ハ
帯
推
一
セ
ラ
ル
、
産
業
ハ
コ
レ
ヨ
F
興
リ
人
民
ノ
生
活
ヨ
レ
ヨ
リ
富

裕
ト
ナ
ル

と
い
ひ
う
る
は
、
具
般
的
に
満
洲
園
の
経
済
政
策
の
本
質
を

J

説
明
し
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
但
し
満
洲
闘
の
経
済
が
上
漣
の
如
〈
資

本
主
義
的
濁
占
を
排
す
る
の
み
な
ら
や
、
高
利
暴
利
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
不
首
な
る
経
済
的
摩
迫
か
ら
園
民
を
保
護
せ
ん
ム
」
す
る
も
の

友
る
が
(
ん
ね
市
4
酬
法
)
、
自
由
主
義
機
構
を
根
本
的
に
愛
草
す
る
も
の
に
非
る
と
と
は
、
図
民
の
財
産
機
が
侵
害
せ
ら

Tζ
と
な
く

(
鯛
一
一
位
、
又
そ
の
所
得
財
産
が
妄
り
に
課
税
徴
渡
せ
ら
る
と
」
と
き
q

が
(
鯛
九
附
)
、
法
律
に
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
を
み
て
も
明
か

で
あ
る
。
そ
の
線
本
方
針
は
自
由
主
義
的
経
済
機
構
及
び
運
管
を
同
家
的
・
全
閥
的
立
揚
か
ら
修
正
・
統
制
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
満
洲
崎
が
共
産
主
義
を
い
か
に
強
く
排
準
し
て
ゐ
る
日
は
上
辿
の
如
く
協
和
合
創
立
宣
-
一
一
ロ
の
中
に
之
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
徒

凶
己
旦
一
両
刀
中
に
も

「
赤
お
ハ
ー
供
一
刊
シ
叫
持
続
ハ
静
リ
ニ
椙
ル
」

一
L
「
r-北山町
W

J

、

d
u一
!

-司」可
J
十
ケ
ν
へ
)
L
r
h
A
I
一、ふム『
f
t
、r
区
一
一
、
二
」

E

川
川
主
叱
色
h
E
'
f
3
4

1
bヂ
並
行
ν
辛
口
刊

i
-
3
E
F
F
3
1
f
也
、
加
担
/
九

陥
ラ
サ
レ
ハ
己
T

サ
ヲ
ン
ト
ス
」
と
愛
ひ
ら
れ
で
あ
る
を
み
て
も
更
に
之
を
確
設
し
う
る
で
あ
ら
う
。

(
一
一
一
)
文
化
教
育
に
闘
す
る
建
闘
精
神
を
み
る
に
、
建
国
宣
言
に
「
教
育
ノ
普
及
ハ
首
=
一
概
数
ヲ
崇
フ
ヘ
シ
」
、
執
政
邸
位
宣
言
に
、

「
人
類
必
ス
道
徳
ヲ
重
ン
ス
ヘ
シ
」
、
「
人
類
必
ス
仁
愛
ヲ
重
ン
ス
ヘ
シ
L

、
「
今
吾
闘
ヲ
立
ツ
道
徳
仁
愛
ヲ
主
ト
震
シ
云
々
し
と
あ
る
を

み
て
も
、

そ
れ
は
問
教
・
道
徳
・
仁
変
と
い
ふ
が
如
く
古
来
の
儒
教
思
想
を
承
継
せ
ら
れ
た
る
と
と
を
知
る
。
然
し
乍
ら
新
国
家
の

文
数
は
古
来
の
侍
統
そ
の
ま
誌
に
非
守
し
て
、
之
に
新
し
き
内
容
が
盛
ら
れ
て
今
や
全
く
新
し
き
文
教
を
創
造
し
つ
込
あ
る
の
で
る

る
。
吾
人
は
之
を
岡
饗
訓
民
詔
蓄
に
奔
察
し
う
る
。
同
諸
主
円
に

決
ク
椎
フ
晶
体
叫
園
建
立
ヨ
リ
以
一
ア
蕊
-
一
逸
プ
マ
チ
皆
友
邦
ノ
伎
義
違
力
-
-
踊
リ
以
テ
ポ
一
基
ヲ
詑
メ

F
F
落
二
幸
二
割
シ
ク
誠
桐
ヲ
致
シ
復
タ
意
ヲ
加

満
洲
建
図
精
神
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

第
五
競



満
洲
建
圏
精
神
と
協
和
曾
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

第
五
銃

《
テ
観
察
シ
英
政
本
ノ
立
ツ
ト
コ
ロ
仁
愛
一
一
定
リ
敬
本
ノ
重
ン
ス
ル
ト
コ
ロ
忠
孝
-
一
在
リ
民
心
ノ
君
ヲ
芋
ヒ
上
品
親
ム
天
ノ
如
ク
地
ノ
如
ク
忠
勇
公

=
奉
シ
誠
意
図
ノ
鋳
メ
-
一
セ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
故
=
能

P
内
ヲ
安
ン
シ
外
ヲ
援
ヒ
信
ヲ
講
シ
都
ヲ
地
レ
さ
以
テ
寓
世
一
系
ノ
皇
統
ヲ
維
持
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
知

レ

p
・
・
朕

日
本
天
皇
陛
下
ト
精
神
一
世
ノ
如
シ
爾
衆
庶
等
克
一
一
宮
-
一
仰
イ
テ
此
ノ
意
ヲ
韓
シ
友
邦
ト
一
徳
一
心
以
テ
雨
図
永
久
ノ
系
礎
ヲ
奨
定
シ
東
方
選
徳
ノ

良
識
ア
護
揚
ス
へ
シ

と
白
日
一
り
紛
ふ
。
h

川
に
申
す
も
設
し
雪
悩
み
た
れ
ど
も
、

日
本
の
政
本
た
る
に
紫
、
叫
松
本
た
る
中
川
孝
佐
移
し
ζ

以
て
満
洲
闘
の
政
木
教

本
と
な
し
、
日
本
の
如
く
君
民
一
般
の
貨
を
る
げ
閥
成
十
一
内
外
に
輝
か
さ
ん
と
の
御
思
召
を
拝
察
し
う
る
か
と
思
ふ
。
貨
に
呈
帝
は

ー「

朕

日
本
天
皇
陛
下
ト
精
榊
一
健
ノ
如
シ
」
と
仰
せ
ら
れ
、
国
民
に
叫
劃
し
て
「
爾
衆
庶
等
更
一
一
仰
イ
テ
此
ノ
意
ヲ
樟
シ
友
邦
ト
一
徳

一
心
以
テ
.
雨
園
永
久
ノ
基
礎
ヲ
莫
定
」
せ
よ
と
御
論
し
に
友
っ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
満
洲
図
が
叩
益
子
佐
一
以
て
数
本
と
た
し
仁
愛
を
以

て
政
本
企
訟
し
盟
邦
日
本
と
一
徳
一
心
の
関
係
に
あ
り
と
の
御
精
神
は
、
康
徳
三
年
の
協
和
曾
創
立
五
年
記
念
日
に
賜
り
し
勅
語
に

も
、
同
四
年
九
月
の
詔
書
に
も
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
今
や
浦
州
国
の
文
教
の
根
本
精
榊
は
日
本
と
一
砲
で
あ
る
。
雨
園
民
が
一
徳
一

心
の
寅
を
あ
げ
ん
と
す
る
と
そ
浦
洲
建
闘
の
精
神
で
あ
る
。
と
れ
皇
遣
の
主
道
化
で
あ
り
主
道
の
皇
道
化
で
る
る
。
日
本
精
神
の
擦

充
で
あ
り
王
道
精
紳
の
設
展
で
あ
る
。

(
四
)
民
族
協
和
は
建
国
の
大
精
神
で
あ
る
。
満
洲
の
建
閣
は
満
洲
に
佐
せ
し
諸
民
族
、
わ
け
で
も
日
本
民
族
と
潟
・
漢
民
族
と
の

協
心
協
力
に
よ
り
て
成
就
せ
る
大
業
で
あ
る
。
営
に
建
図
営
初
に
諸
民
族
の
協
力
を
必
要
と
せ
し
の
み
な
ら
や
、
現
在
及
び
路
来
に

於
て
も
と
の
民
族
の
協
和
泣
く
し
て
は
満
洲
閣
は
護
展
し
え
た
い
の
で
あ
る
。
否
、
現
に
浦
洲
図
に
於
て
は
日
浦
隔
閣
の
如
き
は
精

紳
的
に
融
合
し
、
政
治
上
・
図
防
上
・
経
済
上
不
可
分
離
の
一
健
闘
係
を
結
成
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
を
分
離
す
る
と



と
は
浦
洲
闘
の
瓦
壌
を
意
味
す
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
き
れ
ば
諸
民
族
の
協
和
こ
そ
こ
の
圏
の
某
礎
を
安
泰
な
ら
し
む
る
根
本
左
り

と
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
か
の
一
民
族
一
岡
家
の
現
論
の
如
き
は
到
底
と
の
闘
に
は
容
れ
ら
れ
友
い
。
民
族
協
和
の
如
何
に
重
要
友
る
か

は
廷
闘
の
由
来
及
び
そ
の
後
の
殻
展
に
徴
し
て
瞭
た
る
が
、

言
語
・
風
俗
・
思
想
・
侍
統
・
習
慣
を
異
に
す
る
異
民
族
を
如
何
に
し

て
ハ
佐
々
協
和
せ
し
む
る
か

r
こ
の
闘
に
と
り
て
の
一
大
試
練
で
あ
る
。
然
も
建
閣
の
精
神
は
こ
の
現
相
伊
賀
現
に
向
っ
て
大
左
る
煩
火

を
掲
げ
、
図
民
に
よ
る
協
和
の
工
作
は
あ
ら
ゆ
る
方
聞
に
向
っ
て
進
展
し
つ
L
あ
る
の
で
あ
る
。
暫
く
五
口
人
は
左
に
民
族
協
和
に
就

て
建
闘
精
紳
の
教
ふ
る
所
を
踏
か
う
。
建
閥
宣
言
に

凡
ソ
新
岡
家
ノ
制
土
内
-
一
居
住
ス
ル
者
ハ
山
冊
目
傾
旋
ノ
岐
調
律
卑
ノ
分
別
ナ
シ
、
原
有
ノ
漢
段
・
満
旋
及
日
本
・
朝
鮮
ノ
各
族
ヲ
除
ク
外
郎
ヲ
其
他
ノ

附
人
ト
排
モ
長
久
一
一
居
住
ヲ
胤
フ
者
ハ

p

和
平
等
ノ
待
遇
ヲ
字
ケ
ル
t

ト
ァ
得
、
北
(
相
川
コ
得
F

キ
様
利
プ
保
附
シ
夫
レ
ヲ
シ
テ
締
官
官
ノ
信
樹
ア
ラ
シ
メ

ス

と
な
し
更
に

王
遁
主
義
ヲ
賀
行
シ
テ
必
ス
境
内
一
切
ノ
民
族
ヲ
シ
テ
照
々
保
々
ト
シ
テ
春
一
宝
-
一
月
比
ル
カ
如
ク
ナ
ラ
シ
メ
東
亜
永
久
ノ
光
柴
ヲ
保
チ
テ
世
界
政
治
ノ

模
割
増
ト
十
サ
ン
ト
ス

と
あ
る
。
そ
の
却
想
の
高
濯
に
し
て
抱
負
の
大
な
る
と
み
る
べ
し
。
執
政
却
位
宣
一

f

一同に

今
膏
幽
ヲ
立
ッ
道
徳
仁
愛
ヲ
以
テ
主
ト
怨
シ
種
族
ノ
見
困
際
ノ
争
ヲ
除
去
シ
玉
川
泣
築
士
常
-
一
緒
ヲ
食
事
『
一
見
ル
可
シ

と
宣
給
ひ
、
協
和
合
創
立
宣
言
に
、
「
今
日
幸
-
一
一
六
輿
ノ
機
合
ヲ
得
テ
新
岡
家
成
立
セ
り
突
。

コ
レ
貫
一
二
二
千
寓
各
民
族
ノ
安
危
存

亡
ノ
繋
ル
所
ナ
リ
、

コ
ノ
時
二
於
テ
若
シ
諸
尽
族
一
一
シ
テ
廷
闘
精
神
ュ
恭
キ
テ
王
道
主
義
7
則
リ
協
和
一
一
努
力
シ
共
同
議
展
セ
ハ
農

治
能
ク
治
進
シ
産
業
ノ
改
革
成
リ

治
安
ハ
維
持
セ
ラ
レ
檎
利
ハ
ι
尊
重
セ
ラ
レ
幸
隔
ハ
増
進
セ
ラ
ル
」
と
あ
り
、
協
和
舎
創
立
五

満
洲
建
闘
精
榊
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

第
五
競



満
桝
建
闘
精
神
ξ
協
和
曾
の
使
命

第
四
十
七
巻

七
一
四

比
伊
豆
抜

四

年
記
念
日
の
勅
語
に

我
岡
肇
輿
伊
レ
始
メ
経
制
新
一
一
立
ツ
乃
ヲ
首
ト
シ
テ
協
和
舎
ヲ
組
織
シ

朕
執
政
ヲ
以
テ
其
大
制
ヲ
撹
P
政
府
卜
内
外
相
輔
ケ
倶
-
-
建
凶
ノ
特
桝
ヲ
町
一
揚
シ
テ
民
心
ヲ
道
義
一
一
興
シ
協
和
ノ
貨
政
ヲ
普
及
シ
テ
五
族
フ
共
柴
一
一

山
女
ン
シ
以
テ
邦
命
-
一
踏
ヒ
以
テ
邦
慕
ヲ
岡
フ
セ
ン
コ
ト
ァ
期
セ
リ

と
仰
せ
給
ふ
。

と
れ
ら
に
よ
り
て
之
を
稽
ふ
れ
ば
、
建
国
精
神
は
民
放
削
に
何
等
議
卑
の
別
を
設
け
一
千
等
し
く
之
を
平
等
に
待
渇
し

そ
の
享
く
べ
き
税
制
は
屯
沫
も
仮
眠
せ
十
と
U

ふ
こ
と
を
松
本
除
却
に
4
M
て

lJω
る
め
市
」
庇
る
。

iTI:i 

p 

uぅ
王9!
迩!
貫主

政!

口

民
族
的
我
執
偏
見
を
放
棄
し
て
建
闘
の
却
念
た
る
民
族
協
和
に
努
力
す
る
を
裂
す
と
注
す
。
惟
ふ
に
民
族
協
和
の
事
た
る
や
決
し
て

易
に
非
れ
ど
も
叉
不
可
能
に
非
る
べ
し
。
民
族
的
偏
見
を
抱
い
て
相
互
に
闘
争
を
左
す
が
如
き
は
同
家
を
破
壊
し
自
他
共
に
亡
ぶ
る

の
詮
た
る
こ
と
を
よ
く
自
覚
し
、

E
O
楠
洲
建
闘
に
就
て
の
世

A
史
的
・
人
類
史
的
使
命
を
長
敬
し
、
相
互
に
相
愛
し
相
扶
〈
る
た

ら
ば
、

必
や
や
「
境
内
一
切
ノ
民
族
ヲ
シ
テ
照
々
峠
々
ト
シ
テ
春
蚕
ニ
登
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
シ
メ
」
ろ
る
で
あ
ら
。
手
に
も
匙
固
と
共

に
協
和
舎
が
生
れ
て
民
族
協
和
運
動
が
日
に
日
に
図
民
に
普
及
侵
潤
し
つ
L

る
る
の
で
あ
る
。
彊
め
て
息
ま
や
ん
ば
民
族
協
和
に
よ

る
新
国
家
が
「
東
亜
永
久
ノ
光
柴
ヲ
保
チ
テ
世
界
政
治
ノ
模
型
」
と
な
る
と
と
も
難
き
に
非
る
べ
し
。

(
五
)
日
浦
の
関
係
に
就
て
の
建
闘
精
神
を
裁
は
ん
に
、
建
困
宣
言
は
東
省
軍
閥
の
悪
政
の
震
に
満
蒙
=
一
千
世
間
民
家
の
苔
め
る
を
述

べ
、
「
今
ヤ
仰
ノ
幸
ソ
手
ヲ
隣
師
-
一
仮
り
テ
刊
紙
ノ
醜
類
デ
騒
リ
積
年
軍
閥
ノ
盤
崩
シ
枇
政
ノ
翠
莱
セ
ル
地
ヲ
一
日
一
ニ
シ
テ
廓
清
ス
此

レ
天
我
浦
家
ノ
民
-
一
蘇
息
ノ
良
機
ヲ
輿
ヘ
シ
ナ
リ
吾
人
ノ
営
ニ
奮
然
ト
シ
テ
興
起
シ
勇
往
遁
進
以
テ
更
始
ヲ
岡
ル
ヘ
キ
所
ナ
リ
」
と

い
ひ
、
皇
帝
邸
位
詔
書
に
は
「
天
意
ノ
愛
民
-
一
原
ツ
キ
友
郵
ノ
伎
義
-
一
頼
リ
」
て
建
閣
の
大
業
を
成
就
し
給
へ
し
こ
と
を
述
べ
さ
せ



ら
れ
、

同
謬
訓
民
詔
蓄
に
は

「
深
ク
惟
フ

一
我
園
建
立
ヨ
リ
以
テ
今
一
紘
一
一
逮
7

7

テ
皆
友
邦
ノ
伎
義
者
カ
=
積
リ
以
テ
否
基
ヲ
首
長
メ

グ
リ
」
康
徳
四
年
九
月
の
詔
世
一
同
に
も

「
惟
レ
我
カ
満
洲
帝
国
ノ
図
基
ヲ
奥
定
ス
ル
ヤ
仁
愛
ヲ
以
テ
政
本
ト
ナ
シ
中
山
孝
ヲ
以
テ
数
本
ト

ナ
シ
照
邦
ノ
伎
義
援
助
ニ
欄
リ
図
是
以
一
ア
定
マ
リ
庶
積
成
十
岡
山
リ
葬
倫
絞
ス
ル
ト
コ
ロ
民
俗
H
ニ
厚
シ
」
と
宣
り
給
ふ
。

と
れ
何
れ

も
浦
洲
建
闘
は
日
本
の
伎
義
援
助
に
よ
り
て
成
就
せ
し
こ
と
を
、
印
ち
日
本
精
紳
の
設
現
の
結
果
な
る
こ
と
を
明
に
さ
れ
し
も
の
で

あ
る
。
既
に
日
本
精
神
輝
い
て
満
洲
の
建
固
と
な
る
。

日
本
精
神
の
求
む
る
所
は
満
蒙
三
千
寓
民
衆
の
幸
一
帽
の
矯
め
な
り
、
「
東
亜
ノ

禍
根
ヲ
除
キ
世
界
ノ
卒
和
ヲ
保
ツ
」
震
ι
な
り
。

こ
の
事
は
過
去
に
於
て
も
現
在
に
於
け
る
と
同
厳
愛
る
事
た
か
り
し
所
で
あ
る
。
審
員

に
建
凶
宣
言
は
過
去
に
於
け
る
日
本
精
刊
を
正
し
〈
認
識
し
て
、

支
那
中
原
の
政
治
が
誤
ら
れ
て
岡
民
が
塗
決
の
苦
し
み
を
及
せ
る

を
み
て
「
以
レ
我
友
邦
ノ
共
一
一
目
柄
、
v
同
シ
ク
感
嘆
7
深
ク
ス
ル
所
ナ
ー
と
な
し
、

又
、
東
省
が
水
〈
「
外
ハ
信
義
ヲ
峡
索
、
v
テ

安
ヲ
隣
邦
一
一
開
キ
悉
ク
親
仁
ノ
規
-
一
昧
ク
専
ラ
排
列
ヲ
事
干
シ
」
た
る
の
愚
を
嘆
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

満
洲
建
困
精
神
が
日
本
精
紳
を
正
し
く
認
識
し
、
満
洲
建
国
の
際
に
於
け
る
日
本
精
紳
の
功
績
を
讃
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
右
の
如
く

た
る
が
今
や
こ
の
認
識
こ
の
理
解
並
び
に
建
国
に
於
け
る
協
力
的
関
係
は
、
満
洲
と
日
本
と
を
し
て
一
徳
一
心
・

一
心
同
樺
の
闘
係

に
t
u
り
と
な
さ
し
む
る
ま
で
に
進
展
し
て
来
た
。
日
満
が
一
徳
一
心
の
闘
係
に
る
り
と
な
さ
れ
る
乙
と
は
、
康
徳
一
疋
年
の
帝
位
継
承

法
に
明
に
ご
徳
一
心
ノ
異
義
ヲ
褒
揚
」
す
と
仰
せ
ら
れ
、
文
教
に
闘
す
る
建
国
精
神
の
項
の
下
に
詳
述
せ
る
如
く
、

か
の
同
撃
訓

民
詔
蓄
に
は
「
友
邦
ト
一
徳
一
心
以
テ
雨
図
永
久
/
基
礎
ヲ
実
定
シ
東
方
道
徳
ノ
長
義
ヲ
褒
揚
ス
ヘ
シ
」
と
仰
せ
ら
れ
、
康
徳
凶
年

九
月
の
詔
蓄
に
も
、
県
邦
と
一
徳
一
心
の
異
義
を
護
揚
し
み
-
の
全
力
を
皐
げ
て
共
同
防
禦
の
精
紳
を
貫
徹
す
べ
し
と
宣
給
は
さ
れ
で

あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
徳
一
心
の
闘
係
は
軍
に
精
神
的
た
る
も
の
に
非
中
し
て
、
園
全
躍
が
日
本
と
一
健
闘
係
に
る
る
が
故
に
、

満
洲
建
闘
精
神
と
協
和
曾
の
使
命

第
四
十
七
巻

七
一
五

第
五
銃

五



硝
洲
建
悶
精
神
と
協
和
曾
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

ノ、

第
五
銃

一一』ノ、

満
洲
凶
が
永
く
日
本
に
侍
積
し
協
力
す
べ
き
友
一
り
と
せ
ら
る
L
こ
と
が
建
闘
の
精
榊
で
あ
る
。
田
正
く
も
白
工

E

ザ
即
位
の
詔
苛
一
向
に

有
ラ
ユ
ル
守
岡
ノ
法
園
経
邦
ノ
長
策
戸
常
一
一
日
本
帝
幽
ト
協
力
同
心
以
テ
永
回
ヲ
期
ス
へ
シ

と
宣
ひ
、
協
和
合
創
立
五
年
記
念
勅
語
に
「
県
邦
日
本
帝
図
ニ
侍
頼
シ
テ
永
久
漁
ラ
ス
一
B

と
仰
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
建
闘
精

神
に
る
ら
は
れ
し
円
満
闘
係
は
右
の
如
く
一
徳
一
心
・

一
心
同
酬
慌
の
関
係
に
置
か
れ
で
あ
る
。

か
t
A

る
が
放
に
犬
同
二
年
に
は
「
日

湖
、
議
定
祥
一
ー
に
上
り
亡
雨
凶
が
圏
防
上
共
司
防
禦
に
首
る
べ
き
こ
と
を
約
し
、
康
徳
二
年
七
月
に
は
一
日
洲
一
附
図
ノ
粧
桝
卜
/
依
有

聞
係
ヲ
永
遠
ニ
室
岡
ナ
ラ
シ
ム
ル
矯
日
満
開
園
経
済
ノ
合
理
的
融
合
ヲ
貫
現
宅
ン
ヨ
ト
ヲ
希
望
シ
タ
ル
ニ
ヨ

p

日
浦
阿
国
杓
互

間
ノ
重
要
ナ
ル
経
済
問
題
-
一
闘
シ
テ
モ
日
漏
雨
間
ハ
充
分

E
緊
繁
一
一
共
同
ノ
賓
ヲ
臨
場
ク
ル
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
認
メ
一
て
、
「
日
漏
経
済
共

問
委
員
合
設
置
一
一
闘
ス
ル
協
定
」
を
成
立
せ
し
め
、
更
に
は
日
湖
南
闘
親
善
の
た
に
康
徳
四
年
十
二
月
日
本
が
治
外
法
権
を
撤
廃
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

(
六
)
最
後
に
外
交
方
針
に
闘
す
る
建
園
精
神
を
湛
ぺ
ん
に
、
抑
も
建
国
精
一
刊
の
貫
髄
を
な
す
も
の
は
協
和
共
同
と
い
ふ
乙
と
に
あ

る
の
で
あ
る
が
、
外
交
に
於
て
も
亦
こ
の
精
神
が
そ
の
政
策
を
一
貫
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
建
国
宣
言
に

其
劃
外
政
策
ハ
信
義
ヲ
掛
印
有
重
シ
テ
カ
メ
テ
親
陸
ヲ
求

J
A

凡
ソ
閥
際
問
ノ
花
町
有
ノ
お
例
ハ
辺
守
守
敬
詫
セ
+
ル
コ
ト
ナ
シ
、
其
ノ
巾
華
民
国
以
前
各
国

ト
定
ム
ル
所
ノ
締
約
債
務
ノ
満
蒙
新
園
領
土
以
内
-
一
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
皆
図
際
慣
例
-
一
照
シ
総
績
承
認
シ
其
ノ
自
ラ
我
力
新
図
杭
内
投
資
シ
テ
向
業
ヲ

創
興
シ
利
源
ヲ
開
拓
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
願
フ
モ
ノ
有
ラ
ハ
何
圏
一
一
論
ナ
ク
一
律
一
一
倣
迎
シ
以
テ
門
戸
開
放
機
曾
均
等
ノ
安
際
ヲ
注
セ
ム

と
あ
る
。
大
同
一
万
年
三
月
十
二
日
印
ち
往
園
宣
言
の
議
せ
ら
れ
て
後
十
一
日
後
に
公
に
さ
れ
た
る
政
府
の
劉
外
宣
言
は
、
右
の
一
建
凶

宣
言
に
あ
ら
は
れ
し
外
交
の
大
綱
に
基
づ
く
も
の
た
る
が
「
固
交
ノ
親
睦
ヲ
期
シ
世
界
平
和
二
貝
厳
セ
ン
ト
ス
」
と
て



信
義
ヲ
尊
重
シ
事
ノ
犬
小
ヲ
論
セ
ス
総
テ
和
睦
親
善
ノ
主
義
二
基
キ
テ
之
ヲ
虚
理
シ
以
テ
園
際
平
和
ノ
維
持
柑
溢
ヲ
置
し
戸

闘
際
問
ノ
信
義
ヲ
一
一
体
重
L
V

附
際
法
規
及
慣
例
ヲ
迩
守
ス

中
華
民
岡
ノ
各
閣
=
劃
シ
テ
有
ス
ル
傍
約
上
ノ
義
務
中
園
際
法
及
岡
際
慣
例
-
一
照
シ
新
図
家
一
一
於
テ
常
然
鱗
承
ス
へ
キ
-
一
一
ノ
ハ
由
-
一
之
ヲ
純
水

uv

誠
意
7
以
テ
之
ヲ
贋
行
ス

四

外
閣
人
ノ
満
洲
問
領
土
内
-
一
有
ス
ル
段
得
樫
利
ヲ
侵
害
λ

ル
コ
ト
ナ
キ
ハ
勿
論
其
ノ
生
命
財
産
-
一
到
し
V

テ
ハ
常
然
之
ヲ
保
設
ス

互王

外
凶
人
ノ
満
洲
凶
-
一
来
住
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
均
シ
ク
之
ヲ
倣
迎
シ
各
民
族
-
一
謝
シ
テ
平
等
公
正
ナ
ル
待
遇
ヲ
奥
フ

占

ノ、

各
図
ト
ノ
遁
商
貿
易
ハ
努
メ

-r
之
ヲ
μ
九
日
易
ナ
ヲ
uv

メ
以
テ
世
界
経
済
ノ
護
展
二
瓦
献
ス

七

門
戸
開
放
主
義
ヲ
遵
守
シ
外
幽
人
ノ
満
洲
閥
一
一
於
ケ
ル
経
済
活
動
『
一
割
シ
テ
便
宜
ヲ
奥
フ

〉

:
-
c一
7
3
2
1
J
-
一
詰

3

〉
百
一
-
コ
〉
O

J
一t
t

・
ク
舗
を
治
世

L
て
A
E
e
f一
て
ま

ξ

九
7
有
を
倹
討
す
る
に
第

の
信
義
ル
一
旨
と
し
陸
詑
親
菩
の
精
神
を
以
て
事
に
渡
し
閣
際
平

和
の
維
持
増
進
在
期
す
る
と
の
原
則
こ
み
-
諸
山
川
則
巾
の
原
則
?
わ
り
外
交
の
根
本
義
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

渦
川
住
同
問
縞
仰
は
M

閣
内

的
に
利
己
主
義
・
利
己
主
義
を
排
し
全
鰐
主
義
・
協
和
主
義
を
高
調
す
る
も
の
な
る
が
、

と
の
精
紳
は
図
際
的
外
交
に
あ
ら
は
れ
て

は
、
「
園
際
ノ
見
ヲ
除
去
」
し
闘
争
を
避
け
、
協
和
精
紳
に
よ
る
亜
細
亜
否
世
界
の
再
建
を
期
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
根
本
的
協
和

の
精
神
よ
り
第
三
・
第
三
の
、
部
園
際
法
規
・
慣
例
の
漣
守
、
国
際
的
義
務
の
履
行
と
友
り
更
に
は
第
四
・
第
五
の
如
〈
満
洲
凶
内

に
於
け
る
外
岡
人
の
権
利
の
保
護
、
各
民
族
に
到
す
る
公
正
平
等
な
る
待
泡
、
第
六
・
七
の
原
則
の
如
く
列
凶
と
の
通
商
貿
易
の
促

進
・
経
済
的
門
戸
開
放
が
そ
の
系
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
古
時
間
束
三
省
の
軍
閥
や
中
閣
の
業
政
府
が
、
民
族

的
我
執
偏
見
に
囚
は
れ
て
徒
ら
に
或
は
排
斥
し
或
は
闘
争
す
る
の
策
を
樹
て

L
協
和
す
る
と
と
を
知
ら
ざ
り
し
が
故
に
、
亜
細
亜
の

平
和
は
奈
れ
そ
の
進
展
は
阻
止
さ
れ
、
延
い
て
は
世
界
不
安
の
基
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
満
洲
闘
が
偉
大
な
る
建
岡
精
仰
に
基
い
℃

満
洲
建
図
精
紳
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

七

第
五
競

七



滞
洲
建
困
精
神
主
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

^ 

第
五
競

/九

奮
来
の
外
交
精
神
を
一
新
し
て
亜
細
亜
金
緯
の
矯
め
且
又
世
界
全
憾
の
潟
め
を
基
調
と
す
る
外
交
原
則
を
樹
立
す
る
に
五
れ
る
は
、

亜
細
亜
の
外
交
史
に
一
一
明
機
を
劃
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
吾
人
は
以
上
に
嫁
り
て
満
洲
建
問
精
神
の
大
要
を
絞
漣
し
え
た
が
と
忠
ふ
の
で
あ
る
が
、
建
闘
精
神
の
偉
」
へ
さ
は
単
に
崇
高

友
る
理
念
に
出
づ
る
の
み
た
ら
十
、
又
そ
の
賀
行
を
山
川
ぷ
に
あ
る
。
「
居
同
政
ハ
多
一
一
一
一
回
ヲ
取
一
フ
ス
只
賞
行
如
何
ヲ
見
ル
ノ
ミ
」
と
は
、
支

郊
の
侮
統
に
み
る
が
如
〆
¥
政
的
が
潟
政
者
の
ほ
な
る
概
念
に

t
zり
或
は
協
陥
に
「

T
g
る
が
如
き
こ
と
を
断
乎
と
し
て
排
撃
せ
る

建
閤
宣
言
中
の
一
旬
で
あ
る
。
宣
た
る
が
な
、
上
に
も
慣
れ
し
如
く
新
政
治
の
理
怨
は
着
k

と
し
て
費
行
に
移
さ
れ
勺
h

あ
る
め
で

あ
る
。
而
し
て
乙
の
建
凶
精
一
刊
を
躍
し
て
之
を
賓
践
に
移
さ
ん
と
す
る
運
動
を
友
し
つ
L

あ
る
園
鶴
こ
そ
賓
に
満
洲
帝
国
協
和
合
で

あ
る
。
以
下
少
し
く
こ
の
協
和
曾
の
使
命
を
説
明
す
る
で
あ
ら
う
。

‘' 

一一
満
洲
暑
圏
協
和
舎
の
使
命

協
和
舎
は
「
満
洲
建
図
ト
共
エ
生
レ
」
た
。
邸
ち
束
三
省
か
ら
奮
軍
聞
を
掃
蕩
す
る
や
否
や
直
ち
に
現
は
れ
し
も
の
は
氏
族
協
和
に

よ
る
新
園
家
の
建
設
運
動
で
あ
り
、

と
の
運
動
を
放
す
閥
悼
を
協
和
舎
と
名
づ
く
る
に
至
っ
た
。
爾
来
協
和
舎
は
次
第
に
護
展
し
て

そ
の
使
命
を
撰
充
し
そ
の
制
度
的
性
質
を
明
に
し
そ
の
活
動
を
健
系
化
し
そ
の
組
織
を
萱
回
不
動
の
も
の
に
す
る
に
至
ワ
た
。

(
イ
)
協
和
舎
の
使
命
は
漏
洲
園
民
の
民
族
的
協
和
を
は
か
る
に
あ
る
。
抑
も
民
族
の
協
力
に
よ
旬
て
生
ま
れ
し
満
州
困
に
於
て
民

族
の
協
和
が
保
た
れ
ぎ
れ
ば
、
そ
の
閣
は
亡
び
ざ
る
を
え
ぬ
。
民
族
協
和
の
如
何
が
岡
家
興
亡
を
岐
つ
の
契
機
で
あ
る
。
而
し
て
民

族
の
協
和
を
園
ら
ん
に
は
、
民
族
的
偏
見
・
誤
解
・
車
蝶
を
解
消
せ
し
め
、
建
国
精
榊
卸
協
和
精
榊
の
何
た
る
か
を
岡
氏
に
よ
く
数



へ
之
を
寅
践
せ
し
む
る
の
訓
練
を
友
さ
ね
ば
な
ら
ね
。
協
和
舎
の
使
命
は
こ
の
意
味
に
於
で
教
育
で
あ
り
砕
蒙
で
あ
り
指
導
で
あ
り

訓
練
で
あ
る
。
か
〈
し
て
協
和
舎
は
「
政
府
ノ
精
神
的
母
健
」
と
た
り
、
政
府
を
し
て
園
兵
に
則
し
た
政
治
を
行
は
し
め
る
と
共
に

閣
民
を
し
て
政
治
を
賞
践
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

「
建
岡
精
神
ノ
政
治
的
褒
動
顕
現
ハ
満
洲
園
政
府
ニ
一
探
リ
共
ノ
思
想
的
・
教
化

的
・
政
治
的
責
践
ハ
協
和
合
一
一
嫁
ル
ヘ
ク
民
意
/
暢
達
之
-
一
依
リ
テ
朔
ス
ヘ
シ
」
と
い
へ
る
は
、
政
府
と
協
和
舎
と
の
こ
の
「
表
裏
一

纏
」
の
閥
係
を
誕
一
不
せ
る
も
の
で
あ
る
。
協
和
舎
の
使
命
は
右
の
如
く
諸
民
族
の
協
和
を
閲
り
、
協
心
協
力
以
て
政
府
を
翼
け
政
治

を
寅
行
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
が
、
消
民
族
と
雄
も
就
中
日
浦
雨
民
族
の
協
和
こ
そ
最
も
重
要
な
る
は
い
ふ
ま
で
も
友
い
。

さ
れ

r品
目
挙
区
下
己
主
1
4
〉
功
五
明

E

主

k
l
n
干
君
主
3
一一一二円/一

d
f
d
f吾
i
l
l

共
同
同
法

3
2
ヒ
比
一
政
孜
7

m
品
々
山
首
狩
，
功
致
ラ
サ
ル
川
L
T

ク
日
浦
清
濁
岬
岬
一
弾
ノ
閣
繋
ヲ
シ
テ
日
二
佐
々
殺
伺
一
一
一
高
邦
ア
シ
テ
皆
我
辺
倒
ノ
婦
仲

ヲ
題
ナ
リ
ト
セ
シ
ム
ル
阿
古
レ
貨
-
一
協
和
曾
終
始
一
貫
ノ
住
務
一
~
シ
一
ナ
尤
一
一
対
三
構
図
一
致
唱
勉
従
事
λ

へ
キ
モ
ノ
十
リ

と
ま
で
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
協
和
舎
員
は
従
っ
て
建
園
精
神
を
最
も
よ
く
鰐
し
之
が
寅
践
に
大
た
る
熱
意
を
有
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
三
県
ノ
協
和
合
員
カ
政
府
一
一
入
リ
又
ハ
野
-
-
在
リ
テ
政
治
経
済
ヲ
指
導
シ
忠
畑
山
ヲ
善
導
シ
建
国
精
一
利
ヲ
以
テ

金
岡
氏
ノ
動
員
ヲ
完
成
ス
ル
時
五
道
政
治
ノ
寛
現
ハ
期
待
セ
ラ
ル
ヘ
シ
」
・
買
の
協
和
合
員
の
増
加
す
る
こ
と
こ
そ
新
興
満
洲
閥
の
設

展
の
根
本
保
件
で
あ
る
。

(
ロ
)
協
和
舎
の
使
命
や
精
神
は
右
の
如
し
。
更
に
そ
の
掲
ぐ
る
綱
領
に
よ
れ
ば
、
一
，
満
洲
帝
闘
協
和
合
ハ
唯
一
永
久
、
事
闘
一
致
/

寅
臨
組
織
鵠
ト
シ
テ
政
府
ト
表
裏
一
鯉
ト
ナ
リ
、

て
建
園
精
神
ヲ
顕
揚
シ
、

一
、
民
族
協
和
ヲ
賓
現
シ
、

て
図
民
生
活
ヲ
向
上

シ、

て
宣
徳
達
情
ヲ
徹
底
シ
、

一
、
関
民
動
員
ヲ
完
成
シ
、
以
テ
建
園
理
想
ノ
賞
現
、
道
義
世
界
ノ
創
建
ヲ
朔
ス
」
と
あ
る
。
而

満
洲
建
閥
精
神
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

士1

九

第
五
競

大」



荷
洲
建
園
精
神
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

O 

第
五
抗

O 

し
て
此
の
綱
領
に
基
い
て
次
の
工
作
方
針
を
邸
ち

一
、
精
紳
工
作
東
方
道
徳
ノ
民
義
、
自
衛
不
可
分
関
係
ノ
真
髄
ヲ
全
園
民
a

理
解
信
仰
七
シ
メ
建
国
精
神
ヲ
徹
底
シ
図
民
思
想
ヲ
統
一
ス

一
一
、
協
和
工
作

l
園
民
中
=
核
心
的
指
導
力
ヲ
確
立
シ
是
一
一
依
リ
民
族
相
互
間
ノ
札
軟
・
座
捺
ヲ
根
絶
シ
各
民
族
ヲ
シ
テ
各
其
ノ
慮
ヲ
符
シ
メ
以
テ

其
ノ
一
耐
刷
ヲ
帯
主
シ
閥
民
的
融
合
ヲ
圃
ル

一
一
、
厚
生
工
作
匙
闘
関
恕
ヲ
艇
憐
生
活
創
耐
命
日
生
活
ノ
上
司
一
貸
般
化
セ
シ
メ
、
官
業
ノ
張
興
、
闘
民
生
前
ノ
安
定
向
上
ヲ
岡
ル

問
、
立
徳
注
情
工
作
閥
民
ノ
国
民
意
ヲ
洞
筏
シ
テ
之
ヲ
上
塗
シ
上
意
ヲ
下
症
が
一
ア
闘
民
ヲ
シ
テ
衷
心
ヨ
リ
岡
政
ニ
悦
服
セ
シ
ム

五
、
組
織
工
作
会
闘
民
ヲ
勤
員
シ
訓
練
シ
組
織
シ
官
民
一
詑
上
下
一
般
ノ
部
然
ダ
ル
岡
氏
酌
租
鰍
腔
ヲ
和
掠
ス

六
、
興
車
工
作

l
建
闘
精
神
ヲ
披
充
シ
テ
汎
ク
東
亜
一
一
及
ホ
シ
亜
細
亜
諸
民
族
ヲ
畳
醒
興
起
セ
シ
ム

の
六
に
分
ち
て
そ
の
細
自
に
疋
る
工
作
方
法
を
指
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今
、
協
和
舎
の
綱
領
と
そ
の
工
作
方
針
と
を
併
せ
考
ふ

る
に
、
建
国
精
神
を
韓
し
て
民
族
協
和
を
悶
る
と
い
ふ
一
初
期
の
使
命
は
次
第
に
焚
反
し
て
、
園
民
生
活
の
向
上
や
一
帽
利
厚
生
に
、
或

は
上
意
下
達
下
意
上
達
に
、
更
に
は
岡
氏
動
員
・
訓
練
・
組
織
の
任
に
或
は
進
ん
で
東
亜
の
興
起
の
震
に
ま
で
活
動
の
領
域
を
積
む

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
は
民
族
協
和
と
別
箇
の
問
題
に
非
や
し
て
、
国
民
に
よ
く
民
族
の
協
和
を
闘
ら
ん
が
震
に
は
、

進
ん
で
園
長
の
厚
生
工
作
に
或
は
図
民
の
組
織
工
作
に
而
し
て
又
大
亜
細
亜
乃
至
世
界
の
協
和
工
作
に
迄
及
ぽ
ん
と
す
る
は
首
然
の

過
桂
で
あ
り
要
求
で
あ
ら
う
。
之
を
要
す
る
に
協
和
運
動
は
部
放
的
よ
り
計
聾
的
・
準
備
的
に
、
非
惇
系
的
よ
り
憶
系
的
に
部
分
的

よ
り
全
部
的
に
地
方
的
よ
り
亜
細
亜
的
・
世
界
的
へ
と
そ
の
活
動
を
指
張
し
つ
h

あ
る
の
で
る
る
。

(
ハ
)
協
和
舎
の
制
度
的
性
格
を
み
る
に
、
協
和
舎
は
園
家
機
構
と
し
て
定
め
ら
れ
売
る
も
の
に
し
て
皐
友
る
私
的
圏
植
で
は
友
い
。

協
和
舎
は
岡
家
機
構
た
り
と
難
も
然
し
乍
ら
政
府
の
従
属
機
関
で
は
左
ぃ
。
形
式
上
は
政
府
に
劃
し
て
潤
自
別
箇
の
機
関
怠
る
が
、



勿
論
政
府
に
勤
し
て
封
立
し
或
は
抗
争
す
る
機
闘
で
は
た
く
、
「
政
府
ノ
精
桝
的
母
槌
」
と
し
て
、
道
義
的
に
政
府
を
輔
佐
し
之
と
協

力
ず
る
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
又
協
和
合
員
は
宵
吏
で
は
友
い
。
満
洲
闘
に
於
て
は
協
和
舎
を
以
て
、
「
唯
一
ノ
思
想
的
・
教
化
的
・

政
治
的
賞
臨
組
織
樟
」
た
り
と
し
て
ゐ
る
。
苦
し
「
建
闘
精
一
脚
ノ
異
髄
ハ
協
和
合
同
ノ
鰭
待
ス
へ
キ
唯
一
絶
針
ノ
モ
ノ
」
で
あ
る
。
建

闘
精
一
脚
の
一
つ
で
る
る
以
上
之
を
唯
一
絶
針
の
も
の
と
し
て
健
得
す
る
協
和
舎
は
本
質
的
に
は
一
つ
で
あ
ら
ね
ば
・
な
ら
ね
。
建
国
精

一
仰
の
真
髄
を
把
握
せ
ざ
る
雑
多
の
協
和
舎
が
生
ま
れ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
こ
そ
湖
洲
闘
を
撹
乱
す
る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
買
の
協
和
合

を
以
て
唯
一
絶
針
の
組
織
健
と
な
す
所
以
で
あ
る
。

(
-
一
)
協
和
舎
の
組
織
は
「
満
洲
悩
岡
協
和
八
百
系
程
し
に
よ
れ
ば
、
協
和
舎
に
は
合
員
・
合
長
あ
り
、
満
二
十
歳
以
上
の
身
心
健
全

お
る
湖
州
市
岡
人
民
に
し
て
協
和

a

俳
日
の
目
的
迷
成
に
直
進
ぜ
ん
と
す
る
も
の
は
そ
の
命
日
口
氏
た
る
を
う
る
。
合
長
に
は
溺
務
総
叫
犬
国

が
推
戴
さ
る
@
協
和
舎
の
機
闘
を
克
に
中
央
闘
機
と
地
方
機
闘
と
に
八
γ
っ
。
中
央
機
関
は
中
央
本
部
と
稲
し
新
京
に
置
か
れ
全
閣
の

合
務
を
統
括
す
る
。
地
方
機
闘
に
は
省
本
部
・
豚
(
旗
)
本
部
・
都
市
本
部
等
あ
り
、
各
々
省
・
間
柄
(
旗
)
・
都
市
内
の
合
務
を
統
括
す

る
。
中
央
・
地
方
各
機
闘
に
は
部
長
の
外
委
員
合
・
評
議
員
命
日
等
の
機
闘
が
存
す
る
。
協
和
舎
の
組
織
と
し
て
の
阜
位
或
は
細
胞
は
分

舎
で
あ
る
。
分
舎
の
活
動
こ
そ
協
和
舎
の
植
輸
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
協
和
合
の
機
関
と
し
て
は
こ
の
外
に
聯
合
協
議
合
あ
り
、
之

を
分
ち
て
全
園
・
省
・
都
市
並
び
に
支
部
等
の
聯
合
協
議
舎
と
な
す
。
省
・
都
市
・
支
部
内
の
代
表
か
ら
な
る
聯
合
協
議
舎
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
組
織
活
動
の
詳
細
な
る
と
と
は
、
満
洲
市
川
一
聞
協
和
合
編
協
和
合
問
答
、
同
協
合
編
協
和
舎
の
概
貌
、
満
洲
評
論
枇
刊
協
和

合
と
は
何
ぞ
や
、
山
口
車
弐
著
満
洲
帝
岡
協
和
合
指
導
要
綱
案
、
漏
洲
協
和
合
奉
天
符
本
部
編
協
和
舎
の
組
織
と
活
動
等
に
譲
り
て

之
を
省
く
が
、
康
徳
五
年
三
月
末
現
在
に
よ
れ
ば
、
分
舎
の
数
二
、
九
五
八
、
命
日
員
数
一
、

0
0八
、
五
二
五
の
多
数
に
及
ん
で
ゐ
る
。

満
洲
建
困
精
神
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

第
五
銃



満
洲
建
闘
精
神
と
協
和
曾
の
使
命

第
四
十
七
巻

七

信
五
競

一

一-一
結

言

吾
人
は
以
上
浦
洲
建
園
精
紳
及
び
協
和
舎
の
使
命
の
大
要
を
絞
透
し
た
。
最
後
に
之
を
要
括
し
向
多
少
の
補
遺
を
行
は
ん
に
(
ご

満
洲
闘
の
建
国
精
紳
は
王
道
主
義
友
り
と
鰍
も
、

そ
れ
は
支
那
古
来
の
王
道
そ
の
も
の

K
非
や
し
て
、
そ
の
内
容
は
日
本
精
一
柳
を
概

取
し
て
新
ド
創
治
し
た
る
も
の
で
あ
る
口

さ
れ
ば
木
賞
に
於
v
L

日
本
精
一
仰
と
開
封
お
も
の
に
非
J

ー
し
て
や
買
に
一
徳
一
心
剛
一
心
一
献
の

関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
二
)
満
洲
建
国
精
神
を
貫
〈
も
の
は
協
和
主
義
で
あ
る
。
ヱ
一
道
の
大
義
に
則
り
て
個
人
的
・
民
族
的

我
執
を
す
て
、
各
民
族
各
園
家
が
王
道
楽
土
の
建
設
に
協
心
協
力
せ
ん
と
す
る
の
が
そ
の
根
本
精
榊
で
あ
る
。
個
人
主
義
・
利
己
主

義
・
排
外
主
義
は
そ
の
最
も
忌
む
所
で
あ
る
。
(
一
ニ
)
満
洲
建
闘
精
一
刷
は
日
涌
の
一
般
融
合
を
現
想
と
目
指
す
。
守
闘
の
遠
闘
粧
邦
の

長
策
は
常
に
日
本
と
協
力
協
心
ぜ
ん
と
の
現
念
は
雨
闘
の
侍
頼
依
存
闘
係
を
永
久
的
に
賛
同
友
ら
し
む
る
も
の
で
る
り
、
雨
閣
は
寅

質
上
最
早
二
つ
に
あ
ら
ざ
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
雨
同
そ
繋
ぐ
こ
の
強
概
念
る
精
榊
的
結
合
と
そ
日
浦
両
国
を
支
配
す
る
大
た
る

原
理
で
る
ら
う
。
(
四
)
満
洲
建
国
精
神
が
空
理
本
一
言
を
排
し
て
賓
践
主
義
を
採
る
こ
と
も
、
支
那
的
体
統
を
打
破
せ
る
革
新
で
る
る
。

建
園
と
共
に
協
和
舎
の
如
き
建
閣
精
神
に
燃
ゆ
る
圏
樟
の
貫
践
的
運
動
の
溌
展
し
来
れ
る
こ
と
も
こ
の
建
闘
精
榊
の
偉
大
友
る
賞
践

性
を
設
す
る
所
以
で
あ
る
。
(
五
)
満
洲
建
国
精
紳
が
西
欧
的
文
化
に
囚
れ
や
東
方
文
化
を
高
揚
し
新
し
き
文
化
を
創
治
せ
ん
と
す
る

と
と
は
世
界
文
化
の
上
に
寓
丈
の
気
燭
を
上
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
亜
細
亜
民
族
先
限
の
暁
鋳
と
友
る
で
あ
ら
う
。
民
主
々
義
・

一
専
制
主
義
を
排
し
て
協
和
主
義
の
政
治
を
創
造
せ
ん
と
す
る
が
如
き
最
も
勇
政
危
る
試
み
と
せ
ね
ば
友
ら
ね
。

さ
て
最
後
に
協
和
舎
の
活
動
に
就
て
一
一
T

一
目
す
る
友
ら
ば
、
と
の
運
動
に
携
は
る
人
々
の
激
烈
な
る
建
問
精
神
は
奮
闘
努
力
寓
難
を



克
服
し
て
そ
の
理
想
の
賓
現
に
着
々
成
放
し
つ

L
あ
る
が
、
丈
化
の
程
度
や
質
を
具
に
す
る
諸
民
族
の
買
の
協
和
た
る
決
し
て
容
易

た
る
業
で
は
た
い
。
協
和
を
妨
ぞ
る
幾
多
の
問
題
は
向
今
後
に
積
設
す
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
い
か
に
し
て
協
和
し
う
ぺ
き
か
の
所

謂
協
和
工
作
の
理
論
的
研
究
の
徐
地
も
亦
極
め
て
大
な
り
と
思
は
れ
る
。
民
族
協
和
の
運
動
は
賓
践
と
同
時
に
現
論
的
研
究
も
更
に

進
め
ら
れ
て
一
歩
一
歩
と
そ
の
理
想
に
近
づ
〈
で
あ
ら
う
。
協
和
の
賓
践
に
携
は
る
人
々
か
ら
提
供
せ
ら
る
L
多
く
の
傘
き
償
験
や

資
料
乙
そ
協
和
の
理
論
的
研
究
忙
大
な
る
債
値
を
資
ら
す
も
の
で
あ
る
。
協
和
運
動
に
は
こ
の
辺
論
的
研
究
を
一
日
も
怠
つ
て
は
た

ら
た
い
。
現
に
又
協
和
運
動
に
携
は
る
人
々
か
ら
も
こ
の
理
論
的
要
求
が
起
り
つ
L

あ
る
。

こ
れ
協
和
運
動
が
準
備
時
代
か
ら
更
に

一
段
と
掛
旧
民
せ
ん
と
す
る
時
期
に
向
ひ
っ
一
t
h

る
る
読
左
で
る
る
。
協
和
認
動
を
指
導
す
る
洲
一
論
の
議
展
こ
モ
更
に
抑
制
和
事
業
を
設
展

さ
す
る
拍
車
」
な
る
で
あ
ら
う
引

3
は
れ
幾
百
年
徒
ら
に
陀
賊
の
跳
梁
に
委
せ
ら
れ
し
暗
黒
蒙
昧
の
満
洲
が
今
や
昔
汀
の
岡
田
を

新
し
て
、
最
も
斬
新
な
る
近
代
的
関
口
棋
の
暢
制
を
肇
ひ
、
圏
内
の
諸
民
族
が
「
春
裏
一
一
昇
ル
」
が
如
〈
栄
え
ん
と
し
つ
k

あ
る
を
み

て
、
誰
か
建
国
精
榊
の
偉
大
さ
を
讃
仰
せ
ざ
る
も
の
が
あ
ら
う
か
。

(
一
三
・
一

0
・
一
八
)

満
洲
建
困
精
神
と
協
和
舎
の
使
命

第
四
十
七
巻

b 

第
五
競

一= 


